
(6) 平成ア年11月 15日広報ひらつか

国際色豊かな大学祭
11月の初旬、東海大学、神奈川大学の各

平塚キャンパスでは恒例の大学祭が開催さ

れ、多くの来場者でにぎわいました。棋擁

底には留学生たちも出1苫し、来場者の目を

引きました。

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
成
虫
に
は

尻
の
黒
い
も
の
と
黄
色
い
も
の

が
あ
り
、
土
中
に
巣
を
作
る
も
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お
み
お

-
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く

平
塚
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

マ
期
日
ロ
月
M
日
(
日
)

マ
開
演
午
後
5
時

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
入
場
料
七
百
円
(
前
売
り

五
百
円
)

ま
た
、
団
員
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問

い
合
わ
せ
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
楽
団
の

立
松
英
征
宮

(日
)
4
6
5
5

・
書
道
サ
ー
ク
ル
に

中
央
公
民
館
書
道
サ
ー
ク
ル

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
漢
字
、
か
な
、
実
用
細
字

か
ら
課
目
を
選
び
、
初
歩
か
ら

気
楽
に
始
め
ら
れ
ま
す
。

マ
日
程
月
3
回
の
水
昭
日

マ
時
間
午
前
日
時

i
u時

マ
場
所
中
央
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
渡

辺
房
子
宮

(
M
)
3
2
6
5

-
定
期
演
奏
会
を

平
塚
コ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
で

は
、
第
十
八
固
定
期
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。

マ
期
日

U
月
お
白
(
土
)

マ
開
演
午
後
7
時

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
曲
目
混
声
合
唱
曲
「
イ

ン
・
テ
ラ

・
パ
ッ
ク
ス
」
、
宮

崎
駿
の
ア
ニ
メ
の
世
界
ほ
か

マ
入
場
料
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
聞
の
山

本
ゆ
か
宮

(珂
)
6
3
4
2

-
日
本
舞
踊
の
会
員
に

貴
の
会
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
美
容
と
健
康
、

礼
儀
作
法
の
た
め
に
も
日
本
舞

踊
を
。会

場
に
よ
り
、
練
期
間
日
が
典

。
譲
り
ま
す

①
有
料
英
文
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
学
習
机
、
健
康

穏
具
、
編
み
機
、
也
子
辞
典
、
也

動
あ
ん
ま
器
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

て
お
く
と
数
年
で
虫
が
食
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
乙
の

巣
は
、
取
っ
た
当
時
に
市
の
博
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巣
は
屋
根
裏
や
木
の
枝
に
作
ら

ゆ
れ
る
も
の
と
、
土
中
に
作
ら
れ

“
る
も
の
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。

“
土
中
で
は
、
出
棋
は
下
向
き
に
作

c
・.... 

土
の
中
で
は
写
真
の
巣
が
上
下
逆
さ
ま
に
つ
く
ら
れ
る

の
は
尻
が
黄
色
で
成
虫
も
長
さ
物
館
の
職
員
に
保
存
の
仕
方
を

五
日
ン
肘
前
後
に
な
り
ま
す
。
教
わ
り
、
処
理
し
て
あ
る
の

蝉
の
巣
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
で
、
十
八
年
経
過
し
た
今
で
も

ガ
ー
ド
、
こ
た
つ
、
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
、

子
供
用
ス
キ
1
ウ
エ

ア
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
、
ベ
ビ

ー
ラ
ッ
ク
、
ベ
ビ
1
ベ
ッ
ド
、
べ

.

.

.

.

.
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こ
の
よ
う
に
き
れ
い
に
保
存
で

“

き
て
い
ま
す
。

“

こ
の
巣
の
大
き
さ
は
、
幅
五

ド

十
四
日
ン
抗
、
高
さ
三
十
七
日
y
=

討
、
奥
行
き
三
十
日
ン
肘
あ
り
ま
=

す
。
巣
を
作
っ
た
時
点
で
木
の
=

根
の
と
こ
ろ
か
ら
二
つ
に
分
か
=

れ
、
ま
る
で
五
階
建
て
の
マ
ン
=

シ
ョ
ン
が
二
つ
並
ん
だ
よ
う
な
=

珍
し
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
=

ο

=

 

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
二

る
も
の
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
=

1
0
紹
介
文
を
三
百
字
程
度
に
二

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ニ

マ
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間
崎

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

"

楳

「私
の
た
か
ら
も
の
」
係

“

------Q な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
三
時
か

ら
五
時
ま
で
で
す
。

[会
場
が
旭
南
公
民
館
}

マ
練
習
日
月
3
回
の
水
曜
日

{会
場
が
な
で
し
こ
公
民
館
】

マ
練
習
日
毎
月
第
2
木
暇
臼

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
大

和
孝
子
宮
(
出
)
9
8
0
4

-
豪
刻
の
会
員
に

花
水
鋭
刻
会
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の

方
を
歓
迎
し
ま
す
。

ほ
か
に
刻
字
(
木
彫
)
の
学

習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
日
時

毎

月

第
2
・
第
4
木

曜
日
、
午
後
7
時
1
9時

マ
会
場
花
水
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
石

川
晃
宮

(
M
)
7
6
0
3

-
ペ
ン
習
字
の
会
員
に

松
ケ
丘
ペ
ン
習
字
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
、
毎
月
第
二

・
第
四

水
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
で
、
松
が
丘
公
民
館
で
行
っ

て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
林

富
佐
子
宮

(担
)
2
3
2
0

-
病
院
で
バ
ザ
ー
を

済
生
会
平
塚
病
院
で
は
、
パ

ザ
I
と
健
康
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
パ
ザ
l
の
収
益
は
市
の
福

祉
に
寄
付
い
た
し
ま
す
。

マ
日
程

日
月
お
日
(
土
)

マ
時
間
午
後
2
時
叩
分

1
4

時
却
分

マ
場
所
同
病
院
1
階

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
病
院
理

学
療
法
科
宮

(担
)
0
5
2
0

・
家
事
家
計
の
講
習
会

平
塚
友
の
会
で
は
、
家
計
簿

を
通
し
て
生
活
の
見
直
し
と
、

よ
き
家
庭
づ
く
り
を
考
え
よ
う

と
、
講
習
会
と
展
示
会
を
嗣
き

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
を
。

マ
日
時
日
月
口
日
(
金
)
午

前
四
時
却
分

5
午
後
7
時
却
分

マ
場
所

M
N
ピ
ル
日
階

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
佐

藤
芳
子
宮

(臼
)
8
6
1
7

-
コ
ー
ラ
ス
の
会
員
を

コ
ー
ル
美
里
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
十
二

月
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
練
習

中
で
す
。
見
学
も
ど
う
ぞ
。

マ
練
習

月
3
回
の
金
曜
日

マ
時
間
午
前
日
時

i
u時

マ
場
所
大
神
美
里
幼
稚
園

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
向

ま
ず
み
宮

(
M
)
9
4
0
9

-
育
児
の
情
報
交
換
を

マ
ザ
l
ズ
チ
ョ
イ
ス
平
塚
で

は
、
育
児
相
談
や
情
報
交
換
を

す
る
会
を
発
足
す
る
に
あ
た
り

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
妊
娠
中
の
方
、
ま
た

は
3
蔵
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
お
母
さ
ん

マ
入
会
金
三
百
円

マ
会
費

6
か
月
一
千
二
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
岸

美
奈
宮

(
M
)
6
3
5
9

-
フ
ル
ー
ト
の
会
員
に

シ
リ
ン
ク
ス
で
は
、
フ
ル
ー

ト
前
饗
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
個
人
レ
ッ
ス
ン
と
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
が
主
な
活
動
で
す
。

マ
対
象
勤
労
青
少
年
、
ま
た

は
高
校
生
以
上
の
学
生

マ
練
習
日
時
毎
週
木
曜
日
、

午
後
6
時
1
9時

マ
場
所
官
少
年
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
鈴

木
知
幸
宮

(お
)
3
5
7
4

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

会
員
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内

な
ど
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
一
T
加
平
壕
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

ッ
ド
メ
リ
1
、
ペ
ピ
1
パ
ス

②
無
料
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
電

動
式
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
事
務
机
、

ピ
ア
ニ
カ
、
剣
道
防
具
一
式
、
柔

道
知
、
ミ
シ
ン
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
、
か
い
巻
き
毛
布
、
男
児
服
、

女
児
服
、
歩
行
器
、
だ
っ
こ
ひ
も
、

食
堂
用
照
明

。
謡
っ
て
く
だ
さ
い
げ
た
箱
、

信
棚
、
座
い
す
、
テ
レ
ビ
、
そ
ろ

ば
ん
、
パ
ラ
ソ
ル
、
剣
道
の
は
か

ま
、
幼
児
用
教
材
、
バ
レ
エ
の
レ

オ
タ
ー
ド
、
譜
面
台
、
ア
コ
ー
デ

オ
ン
、
将
棋
盤
、
将
棋
の
駒
、
日

∞
バ
イ
ク
、
自
転
車

(
M
S
M、

M
、
お
イ
ン
チ
)
、
滑
り
台
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
ぶ
ら
ん
こ
、
子

供
用
ス
キ
l
セ
ッ
ト
、
お
も
ち

ゃ、

子
供
用
手
押
し
車
、
ハ
イ
チ

ェ
ア
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
、
男

児
べ
ピ
l
服
、
七
五
三
者
物
、
女

子
園
児
服
、

A
-
B
型
ベ
ビ
ー
カ

ー
、
小
型
冷
蔵
庫
、
電
気
炊
飯
器

。
不
用
品
登
録
情
報
の
問
い
合
わ

せ
は
、
地
域
づ
く
り
都
市
民
生
活

係
(
内
線
2
6
3
)

へ

s 
s 

自

分

ら

し

さ

「
最
近
、
う
ち
の
A
子
は
制
服
の
ス
カ
ー

ト
丈
を
極
端
に
短
く
し
て
み
た
り
、
校
則
違

反
の
シ
ャ
ツ
を
岩
た
り
し
て
、
注
意
し
て
も

全
く
聞
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
小
学
校
の
こ
ろ

は
本
当
に
い
い
子
だ
っ
た
の
に
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
ど
ん
ど
ん
悪
い
子
に
な
っ
て
し
ま
い

そ
う
で
心
配
で
す
」

A
子
さ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
言
う
よ
う
に

小
学
生
の
こ
ろ
は
成
績
も
良
く
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
気
が
付
く
良
い
子
、
と
評
判
の
女

の
子
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
学
に
入
っ

て
、
親
の
言
う
こ
と
を
良
く
聞
く
「
い
い
子

の
自
分
」
が
、
何
と
な
く
子
供
っ
ぽ
く
思
え

て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
で
思
い
き
っ
て
校
則

違
反
の
格
好
を
し
、
自
分
を
主
張
し
て
み
た

く
な
っ
た
の
で
す
。

思
容
期
は
大
人
へ
の
移
行
の
時
期
で
す
。

体
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
大
人
び
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
心
は
ま
だ
子
供
の
部
分
も
残
し
て
い
る

の
で
、
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
大
変

不
安
定
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
心
と

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
な
ん
と
か
取
っ
て
い
こ

う
と
す
る
過
程
で
、
「
私
っ
て
一
体
何
だ
ろ

う
」
「
私
ら
し
い
っ
て
ど
ん
な
と
と
」
と
考

え
始
め
ま
す
。

A
子
さ
ん
も
思
春
期
に
さ
し

か
か
り
、
自
分
ら
し
さ
を
探
し
始
め
た
の
だ

と
患
い
ま
す
。
そ
の
試
行
錯
誤
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
ス
カ
ー
ト
の
丈
を
短
く
し
た
り
、
違

反
の
シ
ャ
ツ
を
着
た
り
し
た
の
で
し
ょ
う
。

校
則
違
反
が
良
い
こ
と
で
あ
る
、
と
奨
励

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
に

は
「
自
分
ら
し
さ
」
が
、
こ
う
い
う
形
で
表

現
さ
れ
る
と
と
も
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん。会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮

(部
)
6
0
1
2

r翰後家健史』講演会
戦後50年、日本は敗戦による貧困から立ち上がり、高度成長を遂げました。

しかし今、笠かさのみを追求し心を忘れた生き方を問い直す時期に来ている

のではないでしょうか? 今 岡は「戦後の女性史~今後の生き方を求めてJ
と越し、戦後の女性史について講演していただきます。

。購師 吉 見周子さん

(早 稲 田 大 学 ・日本大 学 講 師)

O日程および会場
• 12月 5日(火)、金目公民館ftS8-0101
・12月12日(火)、崇普公民館宮31-1920
・12月14日(木)、 大野公民館ftSS-0711
※時間はいずれも午後 1 時30分~3 時

。 申 し 込 み方 法 各講演Bの前尽{土、日間
臼を除く)までに、会場となる公民館へ直接

電結でお申し込みください。入場は無料。

。 問い合わせ先 女性行政推進室宮 21-7500

競技部門参加者の募集
く〉囲碁 ・将棋大会

・日時 11月24日(金)午前9時~

・会場福祉会館
・対象 市 内にお住まいの満60歳以上

の方、または身障手帳をお持ちの方。

・申し込み 11月20日(月)までにはが

きに住所、氏名、年齢、身障の有無、

従話番号、種目(固ま基 ・将棋}と段 ・

級f立を記入のうえ申し込む。

。 申し込み先 福祉会館(〒254

平塚 市 追分1-43・ft33-2333)

匂鎗@t@u~ゆ
く〉ゲートボール大会
・日時 11月23日(祝)午前9時~

(雨天の場合は24日)

・会場浅間緑地
-対象市内にお住ま いの満60歳以上

の方、または身障手帳をお持ちの方。

・申し込み 1チ ー ム 6人以内。 はが

きに全員の住所、氏名、年齢、身障

の有無、電話番号を記入して申し込

む。ゲートポール大会参加希望と明

記のこと。先着24チームで締め切

り。組み合わせ抽逃は11月20日(月)。
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マ
日
程

日
月
刊
目
、
ロ
月
7

目、

M
日
(
い
ず
れ
も
木
曜
日
)

平成ア年11月 15白
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祭。保健センター 平塚市中堅 ; 過ごし方、呼吸法 j乳幼児が受ける健康診査。 ・19日 6 年 6 月 21 日~30日: ~一一\ 義
22 34-17 宮 34--0311 : 22臼 赤ちゃんのおふろ(お ; 母子健康手帳を持参のうえ; 【12月の 3歳児】 l /'イ一 一一一'-..，，_ = 
220平塚保健所 平壕市豊原町 j父さんもご参加を) :指定の医療機関で受診を。 ・7日 4 年10月 1 日~15日 l / ・HEAlTHY. "'" = 
誌 6 --21 ft32-0130 : I・時間 午後 1 時30分~4 時: - -- ... ~ - : ・21日 4 年10月 16日~31日 : / ¥ ;; 

襲 。 ただし、 11 日は午前1附O分~ ~~飽鼠診窪 ; ;/A  EbJ お
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i: ，~~...百~立三斗ムムJ 、Jζ?ャ/l_..../- :・持ち物母子 空
はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住 -';;; ~ :';r......、日岬F 司 d 、-- . 認

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応 1111'1''''111'''''1'1'11'1''''''1'''''''1'1'1'1'1'''111111111'111"'1'1'1"= 
募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんで、す。応募 a 
されたはがき(1 日掲載分は 1 日~15臼締め切り 、

15日掲載分は16日~月末締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は19人応募。

女送り先 干 254平塚市浅間町 9- 1

平塚市広報広聴課 「赤ちゃんの

ステー ジ」係

浄
化
檀
は
正
し

く
維
持
管
理
を

し
尿
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の

働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
き
れ

い
に
す
る
装
置
で
す
。

乙
の
微
生
物
が
、
常
に
活
動

し
や
す
い
環
境
を
保
っ
て
あ
げ

る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の

維
持
管
理
が
大
切
で
す
。
浄
化

槽
は
、
定
期
的
に
保
守
点
検
と

清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
設
置
者
に
は
法
定
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
必
ず
受
廿
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
、

川

や
海
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

に
、
静
化
槽
を
正
し
く
管
理
願

い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生

管
理
課
(内
線
2
4
1
)

エ
イ
ズ
検
査
を

〈ア〉

マ
時
間
午
前
9
時
，
、
J
U
時

マ
場
所
平
塚
保
健
所

マ
内
容
相
談
と
検
査

(検
査

は
、
血
液
を
5
∞
採
取
)

マ
費
用
無
料

マ
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮

(
詑

)
0
1
3
0
・
予
約
制

痴
呆
の
相
談
を

マ
日
時
日
月
幻
日
(
水
)
午

後
1
時
却
分

1
4時

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
痴
射
で
お
悩
み
の
方

マ
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮

(
詑

)
0
1
3
0
・
予
約
制

腎
臓
病
の
講
演

と
相
談
会
開
く

近
年
、
結
尿
病
が
原
因
の
腎

臓
病
患
者
が
増
え
、
早
期
治
療

を
せ
ず
に
重
症
化
し
て
、
血
液

透
析
に
移
行
さ
れ
る
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

平
塚
市
腎
友
会
で
は
、
新
た

な
血
液
透
析
患
者
が
で
な
い
こ

と
を
願
っ
て
講
演
会
と
相
談
会

を
聞
き
ま
す
。
お
出
掛
町
を
。

マ
臼
程
ロ
月
9
日

(土
)

マ
時
間
午
後
1
時
泊
分
5

マ
内
容
成
人
病
・
腎
臓
病
と

縮
尿
病
の
講
演
、
お
よ
び
医
療

・
栄
設
相
談

マ
場
所
平
塚
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(
M
N
ピ
ル
口
階
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
7
8
0
)

健
康
課

ア
ト
ピ
l
性
皮

膚
炎
予
防
教
室

マ
対
象
乳
幼
児
の
お
母
さ
ん

(
託
児
の
用
意
あ
り
)

マ
日
程
と
内
容

・
日
月
初
日
(
木
)
ア
ト
ピ
1

性
皮
膚
炎
に
つ
い
て

-
U
月
6
日
(
水
)
ダ
ニ
退
治

と
予
防
、
日
常
生
活
の
心
が

目
、
ス
キ
ン
ケ
ア

マ
時
間
午
前
日
時
S
U時

マ
場
所
平
塚
保
健
所

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮

(
詑

)
0
1
3
0

在
宅
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
ご
参
加
を

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
介
離
を
必
要
と
し
て
い

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
協

議
会
で
は
、

「だ
れ
も
が
、
ど

こ
で
も
、
い
つ
で
も
」
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
、
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
と
地
域
福
祉
の
充
実
を

め
ざ
す
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
聞

き
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
程
日
月
お
臼
(
土
)

マ
時
間
、
内
容

・
午
前
日
時
3
ロ
時
、
講
演
会

「自
立
支
援
の
福
祉
を
め
ざ
し

て
」
講
師
高
橋
紘
士
氏

・
午
後
1
時
1
4時
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

マ
場
所
中
央
公
民
館
、
勤
労

会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
協
議
会

事
務
局
宮
附
(
加
)
1
4
2
1

(
内
線
2
1
9
)

赤

ち

ゃ

ん

は

九

か

ま

た

、

か

む

、

手

月

こ

ろ

に

な

る

と

、

で

食

べ

る

、

な

ど

の

食

事

の

回

数

が

三

回

練

習

も

積

極

的

に

さ

に

な

り

ま

す

。

栄

控

せ

ま

し

ょ

う

。

源

も

、

乳

か

ら

食

事

離

乳

食

の

固

さ

は

の

ほ

う

へ

と

移

り

ま

歯

ぐ

き

で

つ

ぶ

せ

る

す

。

つ

ま

り

、

毎

日

程

度

と

し

、

口

を

左

必
要
と
す
る
栄
挫
の

'

o

右
に
少
し
ず
つ
動
か

半
分
か
ら
、

一二
分
の

離

乳

食

後

期

し
て
、
歯
ぐ
き
で
つ

ニ
ほ
ど
を
離
乳
食
か
ら
と
る
よ
う
に
な
り
ま
ぶ
す
練
習
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
無
理
し
て
固

す
。
栄
設
が
過
不
足
な
く
と
れ
る
よ
う
、
毎
い
食
べ
物
に
し
て
し
ま
う
と
、
丸
飲
み
の
食

日
の
食
事
は
、
質
・
盈
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
を
ベ
方
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
唇
の
動
き
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
良
く
見
て
、
上
達
の
具
合
を
判
断
し
な
が
ら

こ
の
時
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
が
食
べ
固
さ
を
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

，
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
慣
ら
と
の
こ
ろ
は
、
断
乳
も
少
し
ず
つ
準
備
し

せ
、
偏
食
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。
大
人
の
ま
す
。
ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ル
ク
や

食
事
を
利
用
す
れ
ば
、
あ
ま
り
手
聞
を
か
廿
牛
乳
な
ど
も
、
コ
ッ
プ
で
飲
む
練
習
を
さ
せ

ず
に
離
乳
食
に
変
化
を
持
た
せ
ら
れ
ま
す
。
て
く
だ
さ
い
。
(
健
康
楳
)

11月19日(日)
午前 8時から

当 日は午前 7時に花火で予告

します。雨天の場合は、 11月26
日(日)に延期されます。

。清掃する場所

.自宅付近の道路

・広場、公固などの公共 の場所

。 問い合 わせ先 環境衛生管理課

ft23寸 111(内線240)

日時

x印 満室 ム印 王手めに申し込みを O印まだ余裕がある (11月 8日現在)

121(日)12345678910111213141516171819202122232425262728293031
月l'恥金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日
| ム×ム00060Xム休休休00x 0000 x 0 x_OOムムム xxx

-WE LOVE 相護川~

平嫁市は「桂川・相慎川クリーンキャンベーンJ Iこ協力しています

「むぞう)おま蹴w在」空さき獄〉配
。申し込み ひらつか天城山荘
※申し込みは 6か月前から受け付目

・電話 0558-87-1050
• FAX 0558-87-0557 
・住所 〒410-32 静岡県田方郡

天城湯ケ島町上船原1120-1 
. 1泊 2食付き、大人4.925円、子供4.405円
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×
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金
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×
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×
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月



マ
縦
覧
場
所
-
意
見
暫
提
出
先

県
都
市
計
画
部
、
市
都
市
計
画

部
(
地
区
計
画
に
つ
い
て
は
市
都

市
計
画
課
の
み
)

※
意
見
曾
の
用
紙
は
、
各
縦
覧
場

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
意
見
替
の

郵
送
は
、
提
出
期
間
内
必
詣
で
す

問
い
合
わ
せ
は
、
県
都
市
計
画

課
宮
附
(
加
)
1
1
1
1
(内
線
6

3
5
4
)
、
ま
た
は
市
都
市
計
画
課

(
内
線
4
2
8
)
へ。

は
、
同
校
宮
(臼
)
8
1
1
8
へ。

マ
期
間
ロ
月
5
日

(火
)
16

日
(
水
)

問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館

宮

(
M)
2
1
1
1
へ。

委
員
か
ら
手
渡
し
の
予
定

該
当
さ
れ
る
方
は
、
地
区
の
民

生
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
す
で
に
慰
問
金
を
支
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
住
所
な
ど
に
変
更

が
な
け
れ
ば
巡
絡
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
宮

(お
)
2
3
3
3
へ。

マ
日
時
内
容

-
U
月
5
日
(
火
)
午
前
9
時
却

分
1
U時
白
色
申
血
只

午
後

1

時
却
分
5
4時
背
色
申
告

-
U月
6
日
(
水
)
午
前
9
時
却

分
S
U時
管

色

申

負

午

後

1

時
却
分
1
4時
白
色
申
告

マ
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ

(
M
Nピ
ル
日
階
)

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
税
務
署

宮

(泣
)
1
4
0
0
(内
線
3
1

4
)
へ。

(8) 

-
平
塚
保
健
所
か
ら

手線

県
で
は
、
今
年
三
月
に
小
規
模

水
道
と
小
規
模
受
水
摘
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
、
衛
生
管
理
に
つ

い
て
の
規
制
を
設
け
ま
し
た
。
こ

の
条
例
は
七
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
水
道

・
受

水
槽
は
、
保
健
所
の
確
認
ま
た
は

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

マ
対
象

φ
小
規
模
水
道
地
下
水
な
ど
を

百
人
以
下
の
犀
住
者
に
供
給
す
る

水
道
(
井
戸
か
ら
引
い
た
水
道
を

使
う
ア
パ
ー
ト
、
住
宅
地
な
ど
)

@
小
規
模
受
水
梢
ピ
ル

・
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
叩
ぽ

以
下
の
受
水
槽
で
よ
水
道
か
ら
水

の
供
給
を
受
廿
る
も
の

※
⑦
③
と
も
、

=Pの
住
宅
に
し

か
供
給
し
な
い
も
の
は
除
外
さ
れ

ま
す問

い
合
わ
せ
は
、
平
塚
保
健
所

現
境
衛
生
限
宮
(
泣
)
0
1
3
0
へ。

A
V
健
康
講
座
を
開
く

平成ア年11月 15日

済
生
会
平
塚
病
院
で
は
、
健
康

講
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

U
月
初
日
(
木
)
午
後

2
時
1
3時
却
分

マ
会
場
済
生
会
平
塚
病
院

マ
内
容
高
脂
血
症
に
つ
い
て

マ
参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
同
病
院
合

(剖
)
0
5
2
0
へ
。

昭和34年に建立された碑

広報

av年
末
調
整
説
明
会
へ

源
泉
徴
収
義
務
者
な
ど
を
対
象

に
平
成
七
年
分
の
年
末
開
設
の
仕

方
、
調
官
の
留
き
方
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
日
時
日
月
お
日
(
火
)
午
前

9
時
却
分

t
u時
午
後
1
時
叩

分

1
4時

マ
会
場
中
央
公
民
館
大
ホ
l
ル

問
い
合
わ
せ
は
、

平
塚
税
務
署

宮

(
詑

)
1
4
0
0
(内
線
5
2

2
)
へ。

-
保
母
の
集
い
開
催

-
用
途
地
域
案
の
縦
覧

平
塚
市
と
中
郡
の
保
育
会
・
保

母
会
で
は
、
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
ふ
れ

，
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
時

U
月
泊
目

(
火
)
午
後

6
時
3
8時

マ
会
場
大
磯
治
浪
閣

マ
出
演
ザ
・
ノ
l
プ
ラ
ン
ズ

マ
入
場

無

料

問
い
合
わ
せ
は
、
若
草
保
育
園

宮

(臼
)
0
2
2
1
へ。
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-
介
護
講
座
を
開
く

る
と
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
江

戸
期
に
は
堀
や
土
居
(
土
星
)
の

跡
も
残
り
、
別
荘
の
面
影
も
残

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

四
町
の
別
荘
と
い
え
ば
、
大

変
大
き
な
敷
地
を
有
し
た
別
荘

と
考
え
ら
れ
、
屋
敷
だ
廿
で
な

く
、
馬
を
走
ら
す
馬
場
も
設
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま

す
。
そ
の
証
拠
に
、
「
吾
輩
鋭
」

安
貞
二
年
(
一

二
二
八
)
七
月

二
十
三
日
の
条
に
、
将
軍
藤
原

頼
経
が
北
条
泰
時
ら
多
数
を
引

き
連
れ
て
、
こ
の
「
田
村
別
荘
」

に
渡
り
、

二
十
五
日
ま
で
滞
在

し
た
と
と
が
記
述
さ
れ
て
い
ま

す。
そ
し
て
二
十
四
日
に
は
、
述

銀
側
(
武
士
が
鍛
練
の
た
め
に

行
う
馬
上
の
射
技
で
、
遠
距
離

の
的
を
射
る
競
技
)
・
h
鍛
蹴

(
馬
場
に
馬
を
走
ら
せ
低
く
立

て
た
四
寸
四
方
の
板
的
を
振
り

向
き
ざ
ま
に
射
る
競
技
)
な
ど

を
催
し
、
こ
の
催
し
を
見
物
す

る
人
も
多
数
い
た
こ
と
な
ど
も

記
述
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
田
村
館
祉
ノ
碑
」
は
、
現

在
、
市
営
宮
の
前
住
宅
の
一
角

に

「
こ
の
地

一
帯
は
鎌
倉
時
代

の
武
将
三
浦
義
村
の
田
村
館
の

社
で
あ
る
」
と
し
て
、
昭
和
三

十
四
年
春
、
田
村

・
四
之
宮
の

人
々
が
建
立
し
ま
し
た
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)

-
税
務
署
の
説
明
会
へ

広報ひらつか

A-園
芸
教
室
を
開
く

県
湘
南
闘
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
園
芸
教
室
を
開
き
ま
す
。

マ
日
時

ロ
月
7
日
(
木
)
午
前

9
時
叩
分

5
日
時
却
分

マ
会
場

mm
m民
業
会
館
(
駅
南

口
)

マ
内
容
冬
容
の
洋
ラ
ン
の
管
理

マ
講
師
洋
ラ
ン
研
究
家

石
川

昌
敏
氏

問
い
合
わ
せ
は
、
同
コ
ー
ナ
ー

宮

(
お
)
0
5
9
3
へ。

-
交
換
留
学
生
を
募
集

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
7
8
0

地
区
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
の
交
換
留
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

青
年
の
男
女
で
あ
れ
ば
誰
で
も

ロ
ー
タ
リ
ー
背
少
年
交
換
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
で
き
ま
す
。

マ
申
込
期
限
ロ
月
却
臼

(金
)

問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
ま
た
は
第
2

7
8
0地
区
ガ
パ
ナ
1
事
務
局
宮

0
4
6
2
(臼
)
2
7
8
0
へ。

A-最
低
賃
金
を
守
ろ
う

十

一
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日

は
、
最
低
賃
金
周
知
句
聞
で
す
。

県
内
で
は
、
日
額
と
時
間
額
の
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
日
額

五

千

百
四
十
四
円

マ
時
間
額
六
百
四
十
八
円

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
神
奈
川
労
働
基
準
局
賃

金
課
告
側
(
叩
)
7
3
5
4、
ま

た
は
平
塚
労
働
基
準
監
怪
皿
也
君

(認
)
4
6
0
0
へ。

第 563望号

A-放
送
大
学
で
学
生
を

A-養
護
学
校
の
作
品
展

放
送
大
学
で
は
、

平
成
八
年
度

第
一
学
期
の
学
生
を
募
集
し
ま

県
立
湘
南
養
護
学
校
で
は
、
市


